
湛水防除事業（生活関連・産業活性化） 

 
 
○評価視点： 位 置 付 け 

評価項目 ： 各種計画との整合性 
 評価指標 ： 部の施策に関する方針等 

評  価  要  素            点数 
 
農林水産部の施策に関する方針等に位置づけられている １０ 

 
 評価項目 ： 湛水被害誘発要因 
 評価指標 ： 立地条件の変化 

評  価  要  素            点数 

立地条件の変化（流域の開発、宅地化等に伴う流出量の増大、地盤沈下等）により
湛水被害を生じるおそれのある地域 ３０ 

 
 評価項目：農業振興 
 評価指標：農業生産性の向上 

評  価  要  素            点数 
米・麦・大豆や露地野菜などの複合経営や高収益作物の新規導入など所得向上の見
込みがある。 

１５ 

 
事業の実施により、作業効率の向上や維持管理労力の軽減の見込みがある。 

１０ 

 
評価項目：農業振興 

 評価指標：担い手の確保 

評  価  要  素            点数 
 
集落営農組織の法人化や企業参入など将来的な担い手確保の見込みがある。 

１５ 

 
事業の実施により、農業経営の維持ができる 

１０ 

 
  評価項目：農業振興 
 評価指標：農地・農業用施設への被害防止 

評  価  要  素            点数 

 
農用地・農業用施設の被害が防止または軽減される ３０ 

 
 

○評価視点：必要性・効果 
 評価項目：事業の必要性 
 評価指標：明確な必要性 

評  価  要  素            点数 
 
地域農業の将来像（営農や担い手）の実現に向け本事業を実施する必要性が認めら
れる 

２０ 

 
 
 
 



  評価項目：事業の必要性 
 評価指標：機能低下 

評  価  要  素            点数 
 
機能低下が見られ、ここ数年の維持管理費が以前に比べて飛躍的に増大している  

１０ 

 
  評価項目：事業の緊急性 
 評価指標：他の公共事業との連携 

評  価  要  素            点数 

 
他事業と連携を図るため、早急に本事業を実施する必要がある  

５ 

 
  評価項目：事業の緊急性 
 評価指標：湛水被害の規模（湛水面積の増加率、湛水時間の増加） 

評  価  要  素            点数 
湛水被害の 
規模 

 
旧況と現況を比較した場合に、湛水面積が３０％以上、若しくは湛
水時間が６時間以上増加した地域である 

２０ 

 
  評価項目：事業の緊急性 
 評価指標：湛水などの被災実績 

評  価  要  素            点数 
 
過去に災害が発生し、農業被害があった 

５ 

 
 評価項目：事業の効果 
 評価指標：費用対効果（Ｂ／Ｃ） 

評  価  要  素            点数 
 
費用対効果（Ｂ／Ｃ）が１．０以上 

３０ 

 
  評価項目：事業の効果 
 評価指標：一般家屋、公共施設等への被害防止 

評  価  要  素            点数 
 
一般家屋、公共施設等への被害が防止または軽減される 

１０ 

 
 

○評価視点：実施環境 
 評価項目：地元状況 
 評価指標：市町村及び受益農家の合意形成 

評  価  要  素            点数 

 
関係市町村の同意が得られ、受益者の大部分の同意が得られている 

２０ 

 
  評価項目：地元状況 
 評価指標：受益者の負担能力 

評  価  要  素            点数 
 
市町村及び農家の負担について同意が確実であり、農家負担を伴う場合は所得償還
率≦０．４ 

２０ 

   



評価項目：地元状況 
 評価指標：事業推進体制の整備 

評  価  要  素            点数 
 
事業推進協議会が設立されているか、もしくは土地改良区の総会又は総代会におい
て事業推進に関する決議が得られている  

１０ 

 
  評価項目：地元状況 
 評価指標：維持管理体制の確保 

評  価  要  素            点数 

 
維持管理について予定管理者の同意が得られている 

１０ 

 
 評価項目：他部局との調整 
 評価指標：関係機関との事前調整 

評  価  要  素            点数 
 
施設所有者、文化財管理者等関係者との調整が図られ、また、河川管理者、道路所
有者等との協議において基本的事項が確認されている 

１０ 

 
 評価項目：技術的可能性 
 評価指標：関係法令、基準等との整合 

評  価  要  素            点数 

 
工法は妥当性のあるもので、関係法令、基準等に適合している 

１０ 

 
 評価項目：技術的可能性 
 評価指標：採択要件との適合 

評  価  要  素            点数 
 
事業実施要綱・要領に規定された事業内容、採択基準の要件に適合している 

１０ 

 
 評価項目：技術的可能性 
 評価指標：経済性・効率性 

評  価  要  素            点数 

 
事業費の設定が適切であり、経済的に妥当なものとなっている 

１０ 

 
  評価項目：環境等 
  評価指標：環境との調和に配慮  ：定性評価 
  評価指標：生活環境対策     ：定性評価 
  評価指標：コスト縮減策     ：定性評価 
 
○評価基準 
 

評価 
 

(1)位置付け 
 

(2)必要性・効果 
 

(3)実施環境 
 

Ａ 
 

80点以上 
 

80点以上 
 

80点以上 
 

Ｂ 
 

60点以上80点未満 
 

60点以上80点未満 
 

60点以上80点未満 
 

Ｃ 
 

60点未満 
 

60点未満 
 

60点未満 



○判断基準 
 
ランク 

 
箇所整備方針 

 
組み合わせ 

 
Ⅰ 

 
優先的に事業を実施 

 
 ＡＡＡ ＡＡＢ 

 
Ⅱ 

 
事業を実施 

 
 ＡＢＢ ＢＢＢ 

 
Ⅲ 

 
新規着手を見合わせる 

 
 ＡＡＣ ＡＢＣ ＡＣＣ ＢＢＣ ＢＣＣ ＣＣＣ 

 


